
1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

合計（A)

0 0

41,290

519

概　算

人件費

00

Aの

財源

24,874

0

5.00

0 0

0

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

・５ha以上規模の効率的な水田農業経営体の拡大を市町村、ＪＡなど関係機関と連携し推進していく。

0

□ 事業を実施しない

目標に対

する成果

の状況

・27年度当初予算で要求していた事業の一部を26年度２月補正予算で対応（全額を繰越）

□ 事業を見直して実施

41,290 概算事業費（B（A）+C）

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

18,643

区　　分（単位：千円）

予

算

額

前年度繰越

24年度

当初予算

■ 事業を現行どおり実施

18,643

18,643 24,8740 0

５ha規模の効率的な水田農業経営体

24,874

27年度

補正予算

H27

H25末

（実績）

項目

6,231

補助金

0

H26

（当初） （決算）

26年度26年度26年度26年度25年度

18,643

３　収益性向上対策

（H26年度は事業未実施。H27年度へ全額繰越）

0 6,231

0

0

0

事業番号 08

総合５か年

計画

事　業　名

直接

事業内容

５　飼料用米等の推進

（H26年度は事業未実施。H27年度へ全額繰越）４　コスト低減対策

直接 （H26年度は事業未実施。H27年度へ全額繰越）

直接・

補助金

（H26年度は事業未実施。H27年度へ全額繰越）

２　経営規模の拡大対策

１　水田農業複合経営モデルの提示と推進

○５ha以上規模の効率的な水田農業経営体の拡大　550経営体

（設定理由：H30に予想される米価下落リスクや産地間競争の激化に対応した低コスト生産可能な５ha以上規模の水田農業経営体を育

成し、所得の確保・向上を図る。）

（単位：千円）　

（当初）

直接

H26事業実績

0

（H26年度は事業未実施。H27年度へ全額繰越） 0
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県関与の必要性あり

項目 実施方法

水田農業所得向上緊急支援事業水田農業所得向上緊急支援事業水田農業所得向上緊急支援事業水田農業所得向上緊急支援事業
担

当

課

部局

E-mail

農業技術課

H26

○平成30年からの米政策の大転換を踏まえ、将来に亘って本県水田農業を担う経営体を確保するため、米価下落リスクなどに対応した

「主食用米のみに依存しない収益性の高い効率的な経営体」の育成を推進する。

成果目標：５ha以上規模の効率的な水田農業経営体の拡大　520経営体（H25）→610経営体（H29）

農政部

課・室

施策の総合的展開

１－３　夢に挑戦する農業

H29～

県が関与

する理由

目指す姿

現状

（予算編成

時）

　　 ２　自信と誇りを持てる信州農畜産物の生産

市町村、JAなどと連携し、収益性の高い効率的な経営体の育成・拡大に県が主体的に取り組む

必要がある。

○国は、米の生産調整の見直しにより30年以降自らの経営判断により作物選択ができるようにすることとしており、産地間競争の激化等に

より、継続的な米価の下落リスクが想定される。

○このため、担い手経営体の規模拡大と低コスト生産や園芸作物導入等による収益性向上の取組を緊急的に推進し、効率的な水田農業

を行う担い手経営体を早急に育成する必要がある。

【左記の説明、根拠法令等】

実施期間

県民との協働による実施： 実施は困難

0

550

0 0

0

成果目標の達成状況

0

0

0

-- -

6,2310

成果 達成状況

Ｈ26

目標

合計

H27

目標

0


